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研究目的 

 スマートグリッドにおけるエネルギーマネジメントにおいて，電力貯蔵設備は必須と

なっている。電力貯蔵設備には様々な種類があり，その特性も異なる。したがって，目

的に応じて，性能およびコストの最適な組合せを考慮する必要がある。本研究では，蓄

電池を対象に，複数種類の蓄電池の最適構成について研究する。 

研究内容 

 蓄電池はその種類によって，充放電性能，コスト，寿命などの様々な特性が異なって

おり，ハイブリッド蓄電池システム(2種類以上の蓄電池を組み合せた蓄電池システム）

では，蓄電池の組合せ方法により，単一の蓄電池よりも高性能かつ廉価なシステムを実

現することができる。 

 本研究では，2種類以上のハイブリッド蓄電池を研究対象としており，電力ネット

ワークの周波数制御やピークシフトへの適用を対象としている。高性能かつ廉価なハイ

ブリッド蓄電池システムの最適構成を研究する。 

用  途 電力ネットワークにおける電力貯蔵設備のビジネスケース 
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産学連携 
研究内容の産業界への適用のために，電力ネットワークへの蓄電池システムの適用を検討し

ている企業を探しています。 
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